
Aちゃん（1歳 4ヶ月）はペットボトルにフェルト棒を入れ

ようと頑張っています。 

 

左手で動かないようペットボトルを押さえ、フェルトを入

れる表情は真剣そのもの。細い口に入れるのは至難の

業で、見ている保育者も思わず息をのみます。 

「ポトン。」自分でフェルトが入れられました！ 

嬉しくてたまらない様子の Aちゃん。職員に満面の笑み

を見せてくれました。 

 

☆左のエピソードの中に出てきた玩具を紹介します。 

「フェルト棒のぽっとん落とし」  

                 フェルト棒を穴に入れて 

落として楽しむ玩具です。 

フェルト棒の色もカラフル 

で綺麗です。 
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暖かい日が増え、すっかり春らしくなりました。先月下旬、舞鶴城公園へお散歩に行ってき

ました。桜の花が青空に映え、とてもきれいでした。子ども達も春の暖かい日差しが心地よく笑

顔がたくさん見られました。 

手指を使う Aちゃんの姿から見る発達 

赤ちゃんが指先を使い始めるのはおおむね生後 8～9

ヶ月ごろからと言われています。手や指先にはたくさん

の神経が集まっていて、手指を使った遊びをすることで

脳の発達も進んでいきます。またつかんだ物を意図的

に離すことができるようになるのもこの頃からです。 

Aちゃんはフェルト棒が上手に入るよう、ペットボトルの口

を目で確認しながら手指を使い調節しています。そして

“どの位の距離で持つと上手くペットボトルの穴に入るか

なぁ。”といろいろ考えながら試しています。 

 

「子どもはいつもどうして同じことを繰り返すのだろう？」と

思ったことはありませんか。大人にとっての「同じことの

繰り返し」は子どもにとっての毎回「違う」遊びです。そん

な目線で子どもの遊びをこれからも見守り続けたいと思

います。 

 

 

 

4月 

4月は新しい出会いの季節です。この１年、きっずるーむではどんな出会いが待っているのでしょうか。 

今からワクワクしています。今年度もきっずるーむを利用される全ての皆様にとって、きっずるーむが“ほっと

安心できる場所”になるよう職員一同頑張っていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 


